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核融合の研究に新たな光を投じるコンヾクトリかレシステム完成
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‖､】た製作所は,1988年3H,ヘリカル系

の新しい核融介実験装道であるCHS(コン

パクトヘリカルシステム)を一ぷ成し,名■1--

k芸人,声プラズマ研究仰二納人した｡本装;貰

は,トーラス(ドーナツ巧竺をしたプラズマ)

の輪の半径(二t半径月)が1.Om,プラズマ

の平均的な断何の半径(′卜半径α)が0.2m

という小汚せの装置である｡件界で最もアス

ペクト比(月/α)の小さいコンパクトなヘ

リカル装‾置という人きな特徴があり,本装

置による実験の成果は,ヘリカル系のプラ

ズマ閉じ込めの研究の進掛二大きく寄一字

するものと期待されている｡長年.核融合

装置の開発に携わってきたU‾在製作所R

在工場斎藤龍生副技師長と本装置の製作

に参加した同電力設計部核装置設計の今

川寸話作企画員の訪を開いてみよう｡

一核融合の研究は,･呪在どこまで進んでい

るのか｡

｢般も研究が進んでいるのはトーラス系

の一つであるトカマク巧竺と呼ばれるタイ

プで,JT-60川本),TFTR(米Ⅰ土l),JET

(EC)などの人7モ竺装掛ま,それぞれ特色の

ある成果を達成している｡そして,わが[可

でのJT-60の人改造計巾や核融介実験か

FERの概念検討,あるいは1_1三l際協ノJによる

矧祭熱核融介かITERの概念設計を行う段

階へと進んできている｡また,これと_並々f

してトカマク型以外の実験も世界各川で

行われている｡わが匝げも文部省は1987年

度に,人草での核融合研究の次期プロジェ

クトとしてヘリカル系を採川することを

決左した｡現在,核融介研究J叶(仮称)別設

準備室が名.1掘人学プラズマ研究所の小

に;買カーれ,関係人学や研究機問が協ノJして

その研究を進めている｡+
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-ヘリカル装吊にはどういう特徴がある
のか｡

｢トカマク装置と追って,プラズマ電流

を必要としないので,原理的に左常連転が

可能であるという利点がある｡これは核融

合炉としては大きなメリットである｡また,

研究面では,トカマク装置とl司じトロイダ

ルプラズマ(トーラスプラズマ)なので,プ

ラズマの磁場閉じ込めに関してトカマク

装置を補完する研究課題を探求できる利

点もある｡ただ,ヘリカル装吊の場合は,

外部導体となるヘリカルコイルをらせん

状に巻いており,プラズマが非軸対称にな

ることから,理論的な解析が難しいという

何があった｡しかし,ヘリオトロンE(口

本),ヴュンデルスタインⅦ一A(粥ドイツ)

などの実験結果や,近年での非軸対称系に

関する理論の進嵐 大型計算機を川いた3

次止解析の進歩などによって,ヘリカル系

のプラズマ閉じ込めについても特惟が明

らかにされつつある｡最近では,1987年度

から'88年度にかけて,ATF(米出),CHS

川本),ヴュンデルスタインⅦ-AS(西ド

イツ)といった新しいヘリカル装置が次々

にフ己成し,実験が開始されている｡+

ーCHSの特徴は｡

｢世界で最もアスペクト比が小さいヘリ

カル装置であることと,きわめて高精度な

装置であるという2点である｡非軸対称系

に関する最近甲理論を芙験的に検証する

ためには,コイルの位置精度を高めること

と,不整磁場を減らすことがきわめて貴賓

である｡そのため,日東製作所では,次の

二つの製イ簡去で,このF‡iJ題の解決を図った｡

一つは,従来の製れ 板曲げ,溶接という

■方法に代えて,5軸の人型NC機を用いて

惇肉リングから直接兵空容器およびコイ

ルの溝を削り出すという方法である｡これ

によって±0.5mmというコイルの代置精

度を実現した｡もう一つは,ヘリカルコイ

ルに小断面導体を採用し,巻線立卜り,わ

たり部で生じる不整磁場を‾山､に打ち消

す巻線法を過川したことで,プラズマ領域

でのイ(整磁場を約1ガウスに抑えること

ができた｡これは人学の先′仁方との密接な

コンタクトと,設計,現場一体となっての

徹底した先行試作があったからである｡+

一今後の課題は｡

｢日東製作所には,1958年以来,約30基の

核融合実験装置を製作してきたという世

界に誇り得る伝統と実績がある｡今後とも

未到領域への挑戦に意欲を燃やし,研究省

の方々の意炉1を装置の上に正しく反映さ

せるよう努力していきたい｡+
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21世紀を視野に置いた次世代知能ロボットの研究と開発
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【川二製作J叶では,FA化の悦劾ノJとなる

獅草庵装用ロボットのほか,ホームオート

メーションや下山開発など21世紀を視野

に置いた次仲代知能ロボットの研矧那芭

にもノJを入れており,海外の研究者との交

流もきわめて活発である｡これらの■-いには,

まだまだ科学の段階にある‾要素も多く,間

近に迫った21世紀のニーズにこたえるた

めには,できるだけ-仁一!一く科学から技術への

移行を進める必要がある｡次仲代知能ロボ

ットの開発を抑当している機械研究J叶第

二部の藤江止鬼‾i‡任研究員,才‡本人J恥i三任

研究員は,次のように語っていた｡

-これまでに開発したうミな一光瑞枝術ロボ

ットは｡

｢1984年の『l=J二技術展月にJl抽呈した知能

移動ロボット,1985年の科学ノノ博EXPO

,85にJll展した2足歩行ロボットがある｡前

石の知能移重力ロボットは,視覚にf‖りげる

テレビジョンカメラ,その内像情報を帆走

ステーションの計第二機に送る通†言機能,対

象物との位乙琵関係を確認するための超音

波センサ,路痢の起伏に応じて形状を変え

るクローラ形移動機構,カフィードバック

形の軽量アーム,勤ノJ源などを備えたもの

である｡遠隔操作ではなく,Ⅰ上Ⅰ律的に移動

し,作業するものとしては世界初のロボッ

トで,会場では障害物の川避,階段の外陣,

ドアの開閉などを行って注Hを集めた｡後

者の2足歩行ロボットは,ロボットの移劾

機構をクローラから人間の歩子ハニ近づけ

たものである｡まだ†完全にダイナミックな

歩行ではなく,ダイナミックな軌きは,一一

〟の足から他の足へ衷心を移すとき7ごけ

であったが,課題となっていた2足歩行の

問題に一つの突破｢1を開くことができた｡
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また,洲i三源の捕戟によって恥部との接続

を電線だけにしたことも人きな技術的成

一米である｡これは■輔帥卜人､;r‥の加藤一一郎教
授と共IiiJで開発した｡+

一品近の成児は｡

｢ロボットの足,移垂腑竪構のIR‾iで､は,1983

勺二から通商権選外11菜技術院の人ノキサブロ

ジュクト｢槻を剛乍菜ロボット+問賂言‾tl叫に

参加し,1988存,4脚軌射テロポットのプ

ロトタイプをプ亡成した｡これは,｢トロット

(速一歩)+と呼ばれる馬の歩脚をモデルとし

たもので,ビデオ撮影による関節の動きの

解析や,それをもとにして作った絡小モデ

ルの実験,実寸の1本止などを練り返しな

がら開発した｡始終的には実､=二近いとい

うことで鴇をモデルにすることに落ち着

い7こが,そのi抑二は軸物跡二いってゾウ,

サイ,カバなどのヘビー級動物の観察も子‾f

った｡このプロトタイプは総官号E昌力号300

kg,脚の長さが90cmで,1脚4関節で計

16の関節を持っており,平地での故人速度

は2.5km/hと完全にダイナミックな歩行

を行うことができるようになった｡単に移

動するだけなら卓やクローラでもいいが,

ある施設内での移動ということになると,

どうしてもまたぐ動作が必安で,スタティ

ックに近い2本足歩行からダイナミック

な4本足歩行へと進んできたことの意義

は大きい｡+

-ロボットの腕のほうは｡

｢遠隔操作式のスマートマニピュレータ

を開発した｡ここでいうスマートというの

は,インテリジェントで賢し､という息味で,

計算機を介して,人間が操縦するマスタア

ームと実際の作業をするスレーブアーム

とを紡び,計算機の巾のソフトを変えるこ

とによって,如きを拡人したり揃ぃj､Lたり,

いろいろな如きを伝達できるようにした｡

マスタの動作領域はおよそ30cm3で,操縦

も谷錫であるし,マスタ側からスレーブ側,

スレーブ側からマスタ側へと枚ノルJにノJ

や動きの情幸納言伝わるので,なにかイ(都介

なことがあってもすぐに対J心できる｡ロボ

ットの腕となるマニピュレータについて

は,一i一塙での椰事ほ介めて,機脚ヒ,｢Ⅰ軌

化が人きなテーマとなっているが,その芽‡

一歩となるのが,人間の操縦を計騒機が支

援する形の,このスマートマニピュレータ

である｡+

一今後の諜也は｡

｢馳い二ついては,階段の外陣や‾ノルー転枚

のためのシステム歩行の解決がチl川Iiの諜

趨である｡将水仙には老人の介推や障′i草子の

ある人たちの手助けなど,家庭での米川に

耐えられるものへと進めていきたい｡呪/lミ

のホームオートメーションは情報の伝達

だけであるが,それだけでは十分とはいえ

ない時代が必ずくると思う｡腕については,

′子:1jfロボットの計向も上主体的なIl稚に卜

ってきており,無壷ノJ,放射線,央乍とい

った一報i環境に耐えられる技術の問沌,例

えば,物とマニピュレータとの機械的なイ

ンタフェースの問題,減速機の潤滑の閃越,

イiて頼件の高いコントローラや計皆機の開

発など解決すべき課題も多い｡低礎技術の

横み煮ねによって,一歩一歩これらの暇人

を映lっていきたい｡+

通商産業省工業技術院の｢極限作業ロボット+

開発計画のもと藤江主任研究員が中心となり

開発した4脚動歩行ロボット｢トロット+
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独自のプラズマ技術を生かした最先端加工装置の開発

超LSIのメガビット時代に対応するlJJJ二

枚葉式マイクロ波プラズマエッチング装

荷と,各種薄膜素子の微細加‾Ⅰや金蟻衣血

の改質などを可能にする各種イオンビー

ム応用装置が,いま関係業界の熱い視線を

集めている｡前者は1974年に日立製作所中

央研究所が開発したマイクロ波利Hi技術,

後者は核融合のプラズマ加熱に必要な中

性粒子入射装置の技術を生かしたもので

ある｡起源こそ違え,日立製作所独自のプ

ラズマ技術をベースとしており,U､丁二技術

の幅の広さ,底の探さを物語っている｡前

者を相当した日‾キニ製作所機械研究所第七

部の仲里則男主任研究員,および笠戸工場

半導体装置設計グループの川崎義直主任

技師,後者を担当した国分‾‾1‾甥開発グルー

プの橋本 勲主任技師は,それぞれ次のよ

うに語っていた｡

1.マイクロ波プラズマエッチング装置

一本装置の最も大きな特長は｡

｢マイクロ波と磁場との組み合わせによ

つて低ガス庄力領域でプラズマを発′仁さ

せ,さらにこれとは独立に入射イオンエネ

ルギーを制御する方式を採帽して1卜m未

満のサブミクロン加_‾Lを■吋能にしたこと

である｡シリコンウェーハ上の配線金属膜

などをパターンどおりに食刻する技術は,

1980年代に入り化学溶液を使うウェット

エッチングから,プラズマ中の活惟粒了や

イオンを使うドライエッチングヘの移行

によって飛躍的な発展を遂げた｡しかし,

真空容器の中で単純なプラズマ放電を行

う従米の方式では,イオンエネルギーが強

くて素子にダメージを与えるおそれがあ

り,微細加.tに適さない｡そこで,独自の

低ガス圧放電や制御技術によってこの問

題を解決し,1MビットDRAMの量産は

もちろん,4Mビット,16Mビットヘの対

応を可能にしたのが本装置である｡+

一製占占化までの経過は｡

｢本装置の開発が笠戸工場に移ったのは

1982年で,数次の試作を経て,1985年後半

にM-206A形,1987年後半にM-308AT形

を製品化した｡しかし,それ以前にも3回

にわたる中央研究所での実験機の試作や

那珂工場でのバッチ式の製品試作があり,

6

1974年の特許出願から数えると,ここに至

るまでには十数年にわたる研究開発の積

み束ねがある｡+

一本装置への内外の評価は｡

｢日立製作所が什界に誇る独口技術で,

国内の主要半導体メーカーは,その大半が

本装置の導人を進めている｡1987年6JJ米

国で設.‾立二された官民共同の開発組合

Sematechもメガビット対応の最人課題と

してマイクロ波利鞘技術を耽り上げてお

り,当社の技術は世界に広がるものと確信

している｡+

2.各種イオンビーム応川装置

一国分工場の場合は｡

｢当⊥場は日立研究所および関係事業所

の協力を得て,H‾在核融合チームの一員と

して1975年の初めから加速器や中惟粒子

入射装置の開発を手がけてきた｡H東独自

のバケット形イオン源は,こうした核融合

技術の中から′壬‾ミまれてきたもので,薄膜磁

気ヘッドなどの微細加.‾t二を行うイオンビ

ームミリング装置,イオン汁入と蒸着を同

時に行うことによって,金属表面の改質を

行うイオンビームミキシング装置,スパッ

タによる薄膜形成用のイオンビームスパ

ッタ装置といった一連の製品には,いずれ

もこのイオン源が使われている｡+

-バケット形イオン源の特長は｡

｢このイオン源は,真空容器の周l相一‾由

に磁場発生川の永久磁f了を耳丈り付け,あた

かもバケツに入れた水のように,密度の均

一なプラズマを作ることからバケット形

と名づけられた｡その特長は,発散角が小
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イオンビームミリング装置と国分工場開発グルー

プ橋本主任技師

さく,均一なイオンビームを引き出せるこ

とで,高精度の微細加丁二に適している｡ま

た,大1J径化によって生産性を飛躍的に高

めることができるのも大きな特長である｡

1988年6月,京都のイオンビームなどに関

する国際学会に出席した内外の関係者も

日立製作所のイオンビームミリング装置

には,最大580ミリのイオン源が搭載され

ていると聞いてたいへん驚いていた｡なお,

ミリング装置とエッチング装置は,ほぼ同

じ臼的に使われるが,エッチングがイオン

ガスと材料の化合によって〕虹_Lを行うの

に対して,ミリングは物理的に材料を削る

という違いがある｡+

-これら応用装置の市場性は｡

｢最近,磁気ディスク,VTR,電子カメ

ラなどの普及とともに,薄膜磁;もヘッドの

需要が急増しており,ミリング装置はエレ

クトロ薄膜部材の新しい加丁装置として

活躍している｡ミキシング装置,スパッタ

装置は,まだ研究開発用といった段階であ

るが,一部実相化も始まっており高付加価

値化を目指す素材革命の進展も著しく,量

産用としての用途が広がるのも,そう遠い

ことではないと期待している｡+
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マイクロ波プラズマエッチング装置と笠戸工場半
導体装置設計グループ川崎主任技師(左)と機械研

究所第七部仲里主任研究員(右)
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臨床現場での活躍が期待される3次元画像処理システム
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医相両像処理の目的は,医師の診断の補

肋手段として有効な情報をできるだけ見

やすい形で提供しようということにある｡

そこで臼.‾社製作所システム開発研究所で

は,体内の状態を3次九的に何曲表示する

画像処理システムの開発に力を注いでき

た｡このたびH立メディコとの共同開発に

よって製品化された｢Ⅹ線CT高速3次元

画像処理システム+が,米国の1988年世界

優秀製品古選"R&DlOO''を受賞した｡ま

た,日立製作所那珂工場との共同開発では,

核磁包も共鳴現象を利川して体l川音報を得

るMRI(Magnetic ResonanceImag-

ing)装置による｢3次元血流計測技術+を

開発するなどの成果を挙げている｡医用3

次元画像処理システム分野の研究開発に

ついて,H克製作所システム開発研究所第

一部の横山哲夫主任研究員,那珂⊥場開発

部の′小泉英明主任技師,H‾在メデイコ柏工

場CT設計部第三グループの高木 博主任

技師に聞いてみた｡

一人体内部の画像情報を得る手段にはど

のようなものがあるのか｡

｢古くから知られているのはⅩ線である

が,1972年のⅩ線CT(Computed

Tomography)の登場によって,人体を薄

く輪切りにしたような正確な断層撮影が

可能になった｡このほかにも超音波やMRI

などもあるが,線源によってそれぞれ特徴

があり,例えばⅩ線CT像は骨格を鮮明に

写し出すことができる｡また,MRIでは水

分を含んでいる軟部組織の形状や血流情

報などを写し出せるのが特徴である｡核磁

気共鳴現象を用いるMRIは人体への影響

の懸念がないので,Ⅹ線CTと並んで急速

に期待が高まっている｡+

♂汐

小郡

泉珂
主工
任場
枝開
師発

部

-"R&DlOO''受賞の対象となった｢Ⅹ線

CT高速3次元両像処理システム+の特徴

とは｡

｢従来,医師はⅩ繰敵影の映像を見た後,

実際に厚紙などで模型を作り,それを動か

して手術計向を組み立ててきた｡しかし,

この方法では実物との間に食い違いが/一三

じるなどの問題点があり,かねてから形

成･整形外科の分野では手術前の診断機能

として,医師の見ている前で瞬時に多数の

CT像から立体像を作成表示する機能が望

まれていた｡そのためには,CT卜での高速

処理と高画質表ホの技術の開発が必要で

あった｡そこで,高速処理という課題に対

しては,ボクセルと呼ばれる十体画素を断

層像ごとに積み上げて3次元佃像を構成

する新しい高速ボクセル表ホ法を開発し

た｡このことによって,これまで4分ない

し5分を要していた立体像の作成が1.3～

2.0秒にまで短縮できた｡高画質表示のた

めには,ミクスチャー シェイディングと

呼ぶ陰影づけ方式で映像の立体感を実現

した｡これらにより,例えば棲雑な構造を

`う

威

日
立
メ
デ
ィ
コ
柏
工
場

C
T
設
計
部
第
三
グ
ル
ー
プ

高
木
主
任
技
師

した顔面の変形を,あたかも虫力言い骨モデ

ルを見るように立体的に,あらゆる角度か

ら観察することができるようになった｡+

-もうひとつの応用分野であるMRI装置

での3次元画像表示の技術開発はどこま

で進んでいるのか｡

｢Ⅹ線CTでは写し出すことのできない

血流の計測診断に,かねてから期待されて

きたMRIであるが,これまでは決められた

一方向の流速測定しかできないうえ,なん

ども撮影を必要とするため計測時間が良

いなどの課題があった｡そこで,不均一磁

場中を移動する水素原子核のスピン挙動

を,理論的かつ計算機シミュレーションを

用いて解析する｢3次元血流イメージング

技術+を開発した｡この節果,1Lロ1の撮影

で断層像と同時に流速の測定ができるよ

うになり,また血管走行系の_!上体的な映像

化と血液方向の測定も可能になった｡くも

膜‾F出血など重安疾患の無害な診断法と

して,現在臨床研究巾である｡ユーザーの

期待も高く,製品化に向けての努力を続け

たい｡+
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学習機能を内在するニューロコンビエーテルグの研究成果と開発体制

康一晦

J■b.

〆･凝ざギ琵当拶

ミュゼ∵粛

シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
所
第
一
部

松
葉
研
究
員

ぢ川ミ▼一般に川いられているコンピュー

タは,ノイマン形コンピュータと呼ばれる

もので,イギリスの作手者チエーリングが

.tl印りした｢あらゆる計1削1王1越は逐次処稚に

よって解くことができる｡+という悦判lの卜

に,フォン･ノイマンが構築Lたものであ

る｡ノイマン形コンピュータの発作は(1)二

進法処判と,(2)逐次処楓(3)プログラム内蔵

ノブ式の3山二要約される｡したがって,ノ

イマン形コンピュータは,_1卜碓に.i山並され

た処槻丁一順(プログラム)にiTトって,ひとつ

ひとつ逐次r小二処押することによって角年

次される計笥二処稚や知識ベース検索など

のiiじり▲処鞘を,止確かつi亡ごj速に実子‾げる能

ノJを持っている｡

しかし,その反面,正確に記述すること

が岡難な画像や音声など曖昧(あいまい)

性の高い情報の認識,処理数が多いために

時間的な問題を引き起こす組み合わせ(最

適化)問題など,ノイマン形コンピュータ

が構造的に芳一下とする処理分野もまた〟

任する｡

これらの処理を∴Ilミ確かつ高速に実行し

うるものが｢脳+である｡人間の脳を究梅

の情報処理システムと想定し,その解剖学

的構造を模倣することによって,月i苅の持つ

情報処理能力を機械的に再現しようとす

る研究が｢ニューロ コンピューティング+

である｡

ニューロ コンピューティングは,理論

的には1943年に提案のマカラー,ビッツの

｢ニューロンモデル+を,技術的には1959年

に開発のローゼンブラットの｢パーセプト

ロン+を始まりとする｡しかし,その後,

パーセプトロンの能ノJ的限界が証明され,

中
央
研
究
所
第
大
部

松
島
主
任
研
究
員

ニューロ コンピューティングの研究開ヲ邑

は一時鎮静化していたが,'80咋代に入って

から,ノイマン形コンピュータの能力的限

界が明らかになってきたことや,高機能の

乍習アルゴリズムが提案されてきたこと,

さらには,LSIに代表されるハードウェア

技術の格段の進歩などから,山び活性化し

てきている｡‖七製作所小如汁匁叶では,

このたび｢ニューロ コンピューティング

とファジー論理を応川したイーゎ壬i認識技術

の開発+に成功した｡また,システム開発

研究所では証券での資産遵川の故退化と

いう関越にニューロ コンピューティング

をH】いた｢ニューロ ポートフォリオ+を世

界で初めて開発するなど成米を挙げてき

ている｡ニューロ コンピューティングの

開発状況と今後の取り刹1みについて,日立

製作所技術管坪部研究開発推進センタの

内H幹和センタ長,小央研究所第ノくたIjの松

技
術
管
理
部
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ

内
田
セ
ン
タ
長

島 整一主任研究員,およびシステム開発研

究所第一部の松菓両雄研究員に開いた｡

-従来のノイマン形と,ニューロ コンピ

ューティングとの人きな違いは何か｡

｢もっとも人きな違いは,半円機構を内

/t三させている∴まである｡ノイマン形コンピ

ュータの動作はプログラムによって制御

されており,その命令に沿って順を追って

処二叩をする｡しかし人間の脳の働きはそう

ではない｡例えば,人はl!-1動中を比たとき,

すぐに｢危ない+という判断ができる｡/卜

まれたときには,そうした判断のできなか

った人間が徐々にこうした判断ができる

ようになっていくのは,【'I劾中に対する危

険などを自分で学習していくからである｡

このような人指Jが瞬時に行う判断,感性,

連想機能といった情報処理の能ノJを,従米

のコンピュータで実現しようとすると,膨

人なプログラムと時間が必‾安であった｡そ

し～! =+,ち‥ギ 了‖il一汁ズ】

証券ポ】トフがノオの実行
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こで,八開の月i苅の構造･機能をまねで半翻幾

能を内在させたニューロ コンピューティ

ングヘの期待がi瑞まってきたわけである｡+

一人l糊の脳を模倣したニューロ コンピュ

ーティングの機構とは｡

｢脳は比較的単純な機能を持つ膨人な数

の神経細胞(ニューロン)から成っていて,

細胞間をつなぐ隋幸l紘三達の通路(シナプス

結介)を人きくしたり小さくしたりLて,

情報の伝達韻をコントロールし,.亡渡な判

断を卜している｡ニューロ コンピューテ

ィングでもニューロンに兄､ソニてた約i‡tな

構造のチップを多数つないでニューラル

ネットを作り,そこにAとBという情報を

流せば｢A十Bが‾l朋宰+といった先/Iミを設左

しておく｡その｢先生+に近い仰がでるよ

うニューラルネットは情報伝達遺を調節

し,それを学円していくというやりノノで,

月i苅に似た働きを実現することになる｡ム主終

仙ニニューロ コンピュータがどんな形の

ものになるかを現時J∴(で明確に卜言うのは

難しいが,何倍個もの細胞を持つ脳に近い

ものを作ろうということになれば,LSI技

術および実装技術が大きな比車を持って

くることは間違いない｡+

-これまでの研究成果と今後の課題とは｡

｢1ト央研究J叶では音声認識と文一子:認識およ

びハード向での研究,什J欄干究J軒では機械

巽常診断,l叫像認識などの研究,システム

開発研究所では証券ポートフォリオl王i】越

をはじめとする組み合わせ般適化l王り題な

どに取り組んできた｡推行して研究成果の

事業化を図ってきており,このたびシステ

ム開発研究所が発表した｢ニューロ ポー

ノヾ

Jノl_吐

息姦

()

書圭<i

名良

人

波形

パワー

スペクトル

ク専歩沙

■守サ矛診ダ

昌一主=･■矛』♭希甘トニト

塵矛･矛蓼=･

U ＼

う

適用前

1 2 3 4

〔1 (‾〕 S几 HA

KO HO SHA 卜.A

SHO KO ZA TA

HO PO CHA PA

PO TO JA A

適用後

1 2 3 4

0 〔〕 SA トニA

PO HO SHA PA

HO PO ZA TA

KO TO CHA A

SHO KO JA HA

｢大阪+という音声の認識パターン

日立の音声認識技術を適用すると正しく認識されていることがわかる

トフォリオ+もその一つだ｡これはニュー

ロ コンピューティングの子音ムを｢技資梁

令を効率的に適川するために,叫丈ふ左をでき

るだけ大きく,かつリスクをできるだけ′小

さくする投資の刹lみ合わせを選び什.す+ポ

ートフォリオの問題に止り1Jしたものであ

る｡従来の‾方式であれば,例えば,1,500銘

柄の巾から5仰の糸ILみ合わせを選ぶ場介,

約100兆通りに_卜ぼる組み介わせをすべて

調べ尽くさねばならない｡これは,l川二尊皇

作J叶のスーパーコンビュータ"HITAC S

820/80''でも約4イトかかるたいへんな処即

である｡これがニューロ ポートフォリオ

では,銘柄村上J二の関連什を考慮しながら判

証券ポートフォリオ問題の結果

○

ノJヽ

卜 Lン､¶一 卜‾,ヰ‾ ソ
ープナりi`-

㌧ノ▲ご}一ノ

夢
セき

⑳

⑳
..

ゼ

lノ ンL ′ノ

声

人

ハお

こ1

ニ
ュ
ー
ロ

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
る
ト
レ
ー
ド
オ
フ
分
析
グ
ラ
フ

投
資
効
率
の
高
い
組
み
合
わ
せ
が
グ
ラ
フ
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る

断していくため,11=lのシミュレーション

は約2秒で終rする｡

また小央研究所が開発した打J!i認.撒技

術では,ある汁が凱†を介むか倒ヲ針子を介

むか,といった打/jFの特徴判断にニューロ

コンピューティングを=い,その柑故に鵜

づいたイ■fの判左にファジー.試紳HをJふ川す

ることで,従来ではイ叫能であった棚■7性

の‾斤声認識を叶鰍二Lた｡さらに,今いりの

井舟認識では,別に概念ネットワークを利

川し,従来のん式ではl朴維であった,汁/Fi

を意味のある単語のつながりとして叫解

する能力を飛躍的にIF-=二させている｡これ

らの汀捕忍識能ノJ向上により,究帖のマン

マシンインタフェースである■-■ナノ王i人ノJの

実=川ニヘ向けて人きく前進した｡

こうしたニューロ コンピューティング

の応川分野を拡人していくなかから,さら

に放適なアーキテクチャを築いていきたい

と考えている｡+

‖､■/二鮒仰tでは,198糾二9ノJ2011,ニュ

ーロ コンピューティングの研究l剤沌に倒

する長期的計巾を発表した｡l心l一仙二より,

各研究所の分担の叫確化,連携強化に加え,

事業化が人きな11標として設止された｡今

In樅i介した二つの成米は,その･拝濃化の鮨

あけとなるものである｡次!叶代コンピュー

タの有ノJ候補の一つであるニューロ コン

ピュータに対して,l=梢封的叶は1今川小二

収り糾んでいくノノ針である｡
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高密度化･小形軽量化を実現した磁気ディスク装置
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1988年はH､t製作所の磁;もディスク装

-;芹の開発でひとつのl大切りともいえる勺二

となった｡これまでの1.2Gバイト～2.5G

バイト～5Gバイトと続いた製品群から一

歩進んだ,新ファミリー1号機ともいうべ

き15Gバイト容竜の装置をItJ場に送り出

したからである｡これは,市場の最人容量

機7.5Gバイトレベルの約2侶の容量を誇

る｡1平方インチ当たりの線量も0.8Mビ

ットであった,70年代から比べると,この放

新機種は35Mビットと40倍以_卜の高密度

を達成した｡

｢多層化と継続性を重視する会社の姿

勢+と,継続開発の車蛮性を強調するLほ

製作所小田原工場ディスク装置第一設計

部If一越利夫吾Ii去,およびディスク装置設計

部成瀬 淳t任技師に,開発までの経緯に

ついて問いてみた｡

一磁気ディスク装置の記録密度を卜げる

ためには,どのような努力が必要か｡

｢高密度記録を達成するためには,次の

三つの努力が必要となる｡第一にディスク

の記録媒体の厚さを吋能な限り薄くする

こと｡第二にヘッドと記録媒体との距離を

短くすること｡第三に,言已録媒体への情報

の連結L+とい､うべきヘッドギャップの

良さを薄くすることである｡

ただし,製占J,化のためにはこのほかに,

ヘッドとディスクの位置どりに狂いを生

じさせない技術や,サーボ技術などの電子

l【i一路技術をドッキングさせねばならない｡

製品としての信頼作を勝ち取るためには,

むしろこの二つの努力が蚕食と‾戸iえよう｡

その点,H‾在製作所は故障回数で,1986年

の調べで年間故障Lpl数0.36l口lというトッ

プレベルの信根度を確保してきた｡+

10
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中
越
部
長

一記録密度を高めることによる上主体flくJな

メリットとしては｡

｢大容竜装置の実現が叶能となる｡例え

ばI一冊代機に1たる5Gバイトクラスの装

置では14インチのディスクを川いていた

が,刊【l】の15Gバイトクラスの場介は9･5

インチのものをI円いている｡しかも1

HDA(ヘッドディスクアセンブリ)の容

竜は1.26Gバイトから1.9Gバイトに増

大している｡ディスク以外の部分にも先ほ

ど述べたような高密度化を川ったことで,

省スペース化や省力化も実現した｡例えば

9.5インチに縮小化されたことで,ドライ

ブしたときの牛気抵抗が少なくなり,この

結果モータも′ト形化できる｡旧形機ではモ

ータとディスクとをベルトでつないでい

たが,新形機ではダイレクトドライブ化が

実現した｡その結果,それまで分かれてい

た電‾伸一路とHDAをパッケージ化して装

置に組み人れることが吋能になった｡これ

によって複雑な配線を施すことがイ(要と

r＼∴＼

章

＼事態

なり,製品のイ三組度を.曽iめることができた｡

現在の15Gバイト機は,この電了セ1路が

組み合わされたHDAを八つ組み人れたも

のである｡+

一高替さ度の磁気ディスク装;買を実現する

ための｢三つの努力+のうち,最もわかり

やすいものを一つ紹介すると｡

｢ヘッドキャップの長さを超微細にする

技術として,電ちも信号を磁ちも信号化するた

めのコイルにさtlたる部分に,半導体製造の

際に川いられるエッチング技術を利用し

たことが挙げられる｡従来形の手巻きの方

式を改め/ウニ真製版技術を応用することで,

一つの基板の上に数日のヘッド嘉一f▲を作

ることが可能になった｡従来多く川いられ

てきためっきによる方了よ(ウェットプロセ

ス)でなく,ドライプロセスを用いたこと

によって,材料の口由度も高まった｡日々二

製作所の長年の半導体加_■1二技術を/lミかし

たものと言えよう｡+

一問発の経緯は｡

｢今述べたような製造技術の研究は,｢薄

膜ヘッドプロジェクト+と呼ばれ1969年ご

ろから着手されているものである｡すなわ

ち今回の新装置実現に当たっては,長年に

わたる地道な基礎研究の蓄積によるもの

といえる｡われわれの研究体制は,多層化

と継続性,つまりさまざまなフィールドで

のコンスタントな研究開発を重視するも

ので,これがU_立製作所の総合力として生

かされている｡+
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ハイライト

次世代テレビジョンEDTVに対応するC33-EDlの開発

小町;芸姦義盛
中央研究所VLS億合研究センタ第七部阿知葉主任

研究員(左)と家電研究所第一部松浦郡長(右)

高画質のVTRやビデオディスクの普

及,衛星放送の開始などに伴い,テレビジ

ョン受像機の大画痢化,高向質化といった

ニーズが高まってきている｡

そのニーズにこたえる方法のひとつが,

IDTVである｡IDTVは,現在の放送システ

ムを改変することなく受像機だけでイ言号

処理方式を改良することにより,両質を向

卜させるものである｡

これに対し,受像機だけでなく,現在の

NTSC方式の信号R体に改良を加え,すな

わち放送機謝別にも改良を施し,高向質を

実現するものがEDTV(クリアビジョン)

である｡EDTVの信号は,既存の受像機で

の受信も可能である｡

これには,r‾l本でEDTV開発の端緒とな

った日立製作所の提案をはじめ,各社から

いくつかの提案がある｡そのうち,比較的

実現の簡単なものを第一世代EDTVとし

て,1989年に放送実施予定である｡これに

は,IDTVとして開発してきた受像機で対

ん芯できる｡臼‾在製作所では,放送開始に先

駆け,EDTV対J心の33形テレビジョンC

33-EDlを1988年12月に発表した｡

1‾†立製作所のIDTV,EDTV開発につい

て新製品C33-EDlを中心に,Fl立製作所

小央研究所の吹抜敬彦主管研究長,同研究

所第七部の阿知糞征彦主任研究員,家電研

究所第一部の松浦重雄部長,および横浜⊥

場開発部の植松正之部長の川氏に講を問

いた｡

｢ディジタル信号処理に関しては,1980

年に中央研究所で研究開発に着手した｡

1982年には,仲界に先駆けてフレームメモ

リを搭載した｢動き適応画像処理方式+の

試作機第1号を発表した｡

ゝL
事1甑心･

慣

′甘1ナ

■が

＼...一兎 式≡

横浜工場間発部植松部長(左)と中央研究所吹坊主

管研究長(右)

また,ラインメモリ搭載のディジタルテ

レビジョンを1985年に製占㍍とし,1986年に

は,より高機能化を達成したモデルの開発

に戌功した｡そして,1988年12月,最新鋭

のLSI技術とディジタル技術を迫川したC

33-EDlを発表した｡+

｢現行のNTSC方式による放送が構造的

に持っている問題は,十に次の二点である｡

(1)輝度(Y)信ぢ･と色(C)信号の束分離

によるクロスカラーやドット妨害

(2)足奄線の飛び越し走奄(止食線を1

本おきに志秒ごとに走査する方式)による
ラインフリッカ(ちらつき)

これらの間堪を解決するための,IDTV

で開発した3次元Y/C分離と順次止食が,

EDTVの必須(す)称能とされている｡順次

走査とは,飛び越し走査による走青線のす

き間に新しい走査線を補間し,画面のちら

つきをなくすものである｡+

｢C33-EDlでは,新たに開発したライン

(走査線)メモリと,フレーム(l叫血)メモリ

重要

∨取薗り

噂

を適fiJした3次九動き過J心形Y/C分た狙お

よび起電線描糊システムを採川し,これら

のl王り踵に対ん♭している｡+

｢3次元とは,水!仁方向,南什加Jり,帖糊

〟｢こりを指す｡この3ノルJに関して,それぞ

れ信号を分離あるいは補間することによ

って,問題を解決している｡

動き過ん』形とは,jrl内向巾の垂加叶淵;分と静

II+両部分を細かく検出し､それぞれにん♭じ

た処理方法をとるものである｡

これらの処理を‾叶能とするのがメモリ

であり,近イトのメモリの人布引ヒ,低価格

化が,ディジタルテレビジョンの汗及に人

きく弟献している｡+

｢11_‾_､王二製作所では,C33-EDlの製榊ヒに

際して,1Mビットビデオメモリのほか,

7占占椎のカスタムLSIを開発している｡

また,メモリの採1削ま,静山軋 9内向

マルチPinP,4倍ズームなどの付加機能

をもたらしている｡

このほかにC33-EDlは,ビデオなどの

NTSC■〟式によらない非標準fi言号のi加111

質化を実現するバースト ラインオートロ

ック‾方式や,輝度で約3dB,色で約6dBそ

れぞれノイズを低減するフレーム村岡デ

ィジタルノイズリデューサなどの新たに

開発された技術を採川している｡+

｢現行放送システムでの岳l叫官耳化

(IDTV)と第一仲代EDTVへの対ん』を実

現したC33-EDlは,EDTVの本格的な放

送開始を待つばかりとなっている｡+

1983年に発表された3次元走査線

補完ユニット(左)と今回の製品化

に向けて開発されたユニット(高さ
約20cm)

11
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フラットディスプレイの本命TFTカラーディスプレイ

情報化の進展で,フルカラーのフラット

ディスプレイは大きな嵩二安が見込まれて

いる｡1987年秋,什七二製作所はフラット化

に向けて,5形TFTカラー池品ディスプ

レイを開発した｡他社に一光駆け,業界巌人

サイズの5形液晶カラーテレビジョンの

製品化に成功した｡また1988年秋には,情

報機器端末用6.3形パネルの竜産体制に人

っている｡この生産技術はどのようにして

て夫現したか｡開発に当たった‖‾市二製作所戊

J息‾1二場TFTディスプレイ部鈴木堅吉主任

技師,中央研究所塚H俊久主管研究員,fl三

産技術研究所第三郎船津隆一主任研究員,

および元日‾ウニ研究所第九吾l川l卜英昭部長

は,次のように語っている｡

-どのような開発体制で取り組んできた

のか｡

｢1984年5f】に,H11二製作所茂憤工場で

TFT-LCDの開発に着手したのが具体的

な始まりといえる｡1985年10月からはtトキ

製作所中央研究所,日小二研究所,牛虎技術

研究所が一体となった研究体制で開発に

Tllたってきた｡他社よりもひとまわり人き

なサイズの製品化ということで,開発技術

では,画質,生産プロセスおよび信頼性に

関する問題点を解消し,鮮明な内像を実現

することにもっとも苦心した｡

H_扶製作所中央研究所,/‾lミ産技術研究所

で培われてきたa-Si(アモルファスシリコ

ン)技術と設備開発技術,日ウニ研究所のデ

ィスプレイ設計技術など,各研究所の開発

技術が背景にあったことが,今Iblの製占占化

を甲一期に達成する力となっ7ご｡+

一TFT液晶カラーテレビジョンの特徴は｡

12

｢これまでの液晶カラーテレビジョンは,

2インチないし3インチのポケットサイズ

が中心であった｡それが初めて5インチと

いう,画像を十分に楽しめるサイズで製品

化された｡つまり,本格的なカラーテレビ

ジョンの分野に,フラット化の切り札であ

る液晶テレビジョンが参入したといえよう｡

そのL_1火を,どこよりも早く口､土製作所が

切ったことになり,その意義は人きなもの

がある｡製品の特徴としては,l白Jじサイズ

のカラーブラウン管に比べ,薄さで志質

量で去消費電力で÷と大幅に軽量化･省
電力化している｡また技術的には,a-Si

TFT基板微細薄膜触'l二技術によって,画素

数は横4紺臥 縦24()個,総数11カ5,200個

の高解像度を実現した｡各画素ごとにスイ

ッチング機能を持つa-SiTFTを内蔵した

アクティブマトリックス‾方式の採用で,コ

ントラストをIh止させるなど,ブラウン管

に比べて遽(そん)色のない色再現件が可能

となった｡+

-これからの課題は｡
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｢TFTディスプレイ開発の最終r+標は,

人形･高精細のディスプレイにある｡今回

の開発を踏まえ,次は10形TFTカラー液

晶ディスプレイの製品化を急ぎたいと思

っている｡人形化に伴う画質,レスポンス

の低下などの問題をクリアして,高精細化

を目指している｡また,歩留まりの山上な

ど生産技術を高めて,低コスト化を実現し

たい｡+

一市場の可能性としては｡

｢薄く,軽いという特性を生かして,従来

のブラウン管とはまた違った新しい前場

を創造できる｡すでに6.3形ディスプレイ

を組み込んだラップトップコンピュータ

が製品化されており,情報端末機器の分野

での利用範囲は広いものがある｡車載mテ

レビジョン,屋内,屋外用インフォメーシ

ョンディスプレイ,レジャー用,FA川など

フラットの特徴を生かした新分野市場の

開発の可能性が非常に大きい｡これからも

各事業所と協力して,新しい製品開発につ

ないでいきたい｡+
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